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● 2009年 10月  阪南市立図書館サポーター・ブック

沐0弊幸涛J半●沐
ブックカバーデザインコンテストの応募作品
図書館では、開館 20周年記念として、プックカバーデザインコンテストを行いました。

41点のすばらしい作品が集まり、人気投票を行いました。
約 3週間の投票期間に 1690票もの投票があり、上位 10作品と、図書館賞 1作品が決まりました。
上位 10作品は (1,2,4,13,15,18,2■ 33,3438番)で図書館賞は (24番)です。

選ばれた作品は、印刷し、11月 2日 (月)から配布する予定です。
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´ヽ ‐本のリサイクル～

図書館でのつとめを終えた本や雑誌をお譲 りします。 ⌒

C´ψ́

開 催 日

時  間
場  所
冊  数
入場方法

平成 21年 10月 17日 (土 )

午前 9時半～午後 3時

サラダホール 2階視聴室

本は 10冊まで。雑誌は一部を除き無制限
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の

閻
～
1鼈]吻財年趙毬事誂鰊ご案笏

図書貸出券をご提示ください。忘れた場合は入場できません。

開 催 日 :平成 21年 11月 3日 (祝)  場  所 :図 書 館
「20周年記念図書館バッグ配布」本を借りた人先着 450人にプレゼント

「大人のための館内ツアー」時 間 :午前 11時～、午後 2時～の2回
「特別プログラムのおはなし会」時 間 :午前 11時～、午後 2時～の2回

河野義行さん講演会  「松本サリン事件」からの教訓
:平成 21年 10月 10日 (土) 13時開場  13時 30分開演
:サラ ダ ホ ー ル  大 ホ ー ル     詳しくは図書館 (Te1 471-∞∞)へお問い合わせください。

子 ど も の 脳 が 危 な い !  ～赤ちゃんから大人までの読書のすすめ～

平成 21年 12月 4日 (金) 9時半開場  10時開演 12時終演
サラダホール 小ホール
板倉 徹氏 (和歌山県立医科大学医学部長、脳神経外科教授)
無料     整理券は 11月 9日 (月 )よ り図書館カウンターにて配布します。

(な くなり次第終了)

G

υ

開 催 日 :平成 21年 11月 1日 (日 )   場  所 :サラダホール
「世界にひとつだけ、素敵なmy絵本をつくろうよ :」 小ホールで開催、時 間 :午前 10時～12時

(事前申し込み)

講師 :さ いとうしのぶさん、対象 :阪南市在住の 2歳以上の子どもとその保護者、参加費 :無料、

その他詳しくは公報はんなん 10月号をご覧ください。

「劇や人形劇ペープサー ト (紙人形劇)など」小ホールで開催、 時 間:午後 1時半～4時 (自由参加)
詳しくは図書館 (Te1 471-9000)へ お問い合わせください。

「おはなし会」視聴覚室で開催、 時 間 :午後 2時～2時半
「阪南市おはなし会」による小学校高学年以上向けのおはなし会です。定員 30人程度。参加費 :無料

※図書館の誕生日です
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ラリ` 司警さんは助つ人 !
サ
′

勢
起
久
子

圏

書

館

徹

利

用

し

て

武穐

欝

自
分

の
人
生

を
変

え
た

の
は

一
冊

の
本
だ

っ
た
と

い
う
話

を
聞
く

こ
と
が
あ

り
ま
す

。

問
題
を
抱
え

て
い
る
時
に

、
本
が
解
決

の
糸

日
と
な
る

の
で
す

。

け
れ
ど
も

、

一
人
で
本
を
探
す

の
は
骨

の
折
れ
る
作
業

で

、
時

に
は
あ
き
ら
め

て
し
ま

い

そ
う
に
な

り
ま
す

。
そ
こ
で
心
強

い
助

っ
人
が
図
書
館

の
司
書
さ
ん
た
ち

で
す

。
彼
女
た
ち

は

、
豊
富
な
経
験
を
駆
使

し
て

、
い

つ
で
も
利
用
者

の
要
望

に
応
え

て
く
れ
ま
す

。

図
書
館

は
単
に
本
を
貸

し
出
す
建
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
問
題
解
決
や
生
き
る
力
を
与
え

て
く
れ
る
本
と

の
出
会

い
を
手
助
け
す
る
司
書
さ

ん
た
ち
が

い
て
こ
そ

、
図
書
館

の
存
在
価

値
が
あ
る
と
思

い
ま
す

。
現
在

、
民
間
委
託
さ
れ
た
多
く

の
公
立
図
書
館

の
カ
ウ

ン
タ
ー

に

は

―
単
に
本

の
貸

し
出
し
業
務
を
す
る
人
た
ち
が

い
る
だ
け
と
聞

い
て
い
ま
す

。
私
た
ち
が

助
け
を
求

め
て
い
け
ば

、
必
ず
的
確
な
本
を
探

し
て
く
れ
る
司
書
さ

ん
た
ち
が

い
る
図
書
館

の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に

、
私
た
ち
利
用
者
も

、
わ
が
町
の
図
書
館
を
守

つ
て
い

く
義
務
が
あ
る
と
思

い
ま
す

。

森
本
　
典
子

すか> 『由惨磐しててこい』

毎日土曜日2時から30分間のおはなしの会の内、月2回を『おはなしでてこい』が担当しています。 まず主に
なるおはなしや絵本を決め、人形やカードを使つての詩の暗誦・ストーリー‐テリング(昔話や創作のお話を覚えて
語る)・絵本や科学の本の読み間かせ、他にわらべうたや手遊びを子どもたちの様子を見ながら間にいれて、楽
い時間を持てるようにプログラムを工夫します。「本と子どもの出会いは一期一会」との緊張感をいつも持って、作
品の良さをきちっと伝えられるよう練習はしっかり積んで子どもたちの前に立っています。
おはなしや読み聞かせを聴く子どもたちのキラキラした言長差しや、会の終了後に本の所に駆けより「この本借りる
と」手に取る場面に出会うと、ボランティアをしていて良かったとうれしさがこみ上げてきます。ぜひいつしょに学び
ながら、子どもと本をつなぐかけ橋のメンバーとなって喜びを分かち合いませんか。
(図書館おはなしの部屋でおこなわれています)

谷本美由貴

CID′′~´ヽ
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図
書
館

は
子
ど
も
が
幼

い
頃
は

、
絵
本
や
紙
芝
居
を
借

り
に
よ
く
通

い
ま
し
た

。
今
は
本

を
借
り
る
以
外
に
調
べ
も

の
に
来
る
事
が
多

い
の
で
す
が

、
パ
ソ

コ
ン
の
無

い
我
が
家
に
と

っ
て
は
と

て
も
有
難
く
頼
り
に
な

る
場
所
で
す

。
イ

ン
タ
ー

ネ

ツ
ト

の
様
に
す
ぐ
答
え
は
で

ま
せ
ん
が

、
棚
を
捜
す

の
も
楽

し
み

の

一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す

。
私
は
訪
間
介
護

の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が

、
最
近

、
利
用
者

の
方

に
図
書
館

か
ら
娘
さ
ん
が
借
り
て
こ
ら
れ
た

「
大
活

字
本

」
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た

。
高
齢
者

に
配
慮

し
た
大
き
く

て
読

み
易

い
文
字

に
驚
き
ま

し
た

。

私
も
年
と
共
に
老
眼
が
進

み

、
小
さ
な
文
字
が
読

み
辛
く
な

つ
て
き
て
い
る
の
で

、

一
度

借
り
て
み
よ
う
か
な
と
思

つ
て
い
ま
す

。
私
は
現
在
図
書
館

の
す
ぐ
側
に
住
ん
で
い
ま
す
が

、

十
年
前

に
家
を
選
ぶ
時

、

「
駅
近

」
よ
り
も

「
図
書
館
近

」
が
決
め
手
に
な

っ
た

こ
と
は
事

実

で
す

。
こ
れ
か
ら
も
我
が
家

の
本
棚
Ｌ
し
て
大
切
な
場
所

で
あ
り
続
け
る
で
し
よ
う

。
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植
物
は

、
様

々
な
環
境

に
適
応

で
き
る
子
孫
を
残

し
て
い
く
遺
伝
的
多
様
性
を
保

つ
た
め
に

、

異

な

っ
た
環
境

で
育

っ
た
別

の
固
体

の
花
粉

で
受
精
す

る
他
家
受
粉
が
大
切

で
す

。

そ
こ
で
重
要
な
働
き
を
す

る
の
が
花
粉

の
媒
介
者

（
ポ
リ
ネ
ー

タ
ー

）
の
昆
虫
た
ち
で
す

。

し
か
し

、
植
物
と
昆
虫
た
ち
と
は
必
ず
し
も
利
害

は

一
致

し
ま
せ
ん

。
そ
こ
で
お
互
い
の
駆
け

引
き
が
生

じ
て
き
ま
す

。
こ
の
本

で
は

、
こ
の
様

々
な
駆
け
引
き

の
仕
組
み
を
紹
介

し
て
い
ま
す

。

著
者

は
植
物

（
花

）
に
対
し
て
″
き
れ

い
。
か
わ
い
い

。
″
だ
け

で
な
く

、
″
す
ご

い
―
よ
く

で

き
て

い
る

。
″
と

い
う
見
方
が
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
ま
す

。
普
段

、
わ
た
し
達

の
足
元
で
見
向

も
さ
れ
な

い
小
さ
な
植
物
が

、
子
孫
繁
栄

の
た
め
に

、
こ
ん
な
に
巧
妙
な
仕
組
み

の
中

で
生
き

て

い
る

こ
と

に
驚
き
ま
す

。
五
感
を
使

つ
た
観
察

の
基
本
と

、
さ
ら
に

、
疑
間
に
思

つ
た

こ
と
を
自

分
自
身

で
も
う

一
度
確
認
を
す

る
こ
と

、
実
験
を
通
し
て
実
証
す
る
こ
と
が
大
切
な

こ
と
も
教
え

て
く
れ
ま
す

。
こ
れ
ら

の
巧
妙
な
仕
組
み
は

、
花
と
昆
虫

の
関
係
が
地
球
上
に
生
ま
れ
て
か
ら

一

億
年
以
上
も

の
永

い
間

、
お
互

い
が
だ
ま
し
あ

い
、
戦

い

、
ま
た
共
存
す
る
中

で
少
し
ず

つ
共
進

化
を
遂
げ

て
き
た
結
果

で
す

。
今
も
ど

こ
か
で
そ

の
駆
け
引
き
が
続
け
ら
れ
て
い
る
は
ず

で
す

。

<ドキュメンタリー>

『串島へ,ふたたび』
蓮池薫/著

新潮社

0

D

<子どもの奉>
『南種のベンギン王国』

メアリー・ホ…■ 0オスポーン/作

緒 し,罐愈
猥:載:汗
ア 鰈
°覇

<自然科学>
『花こ昆虫、不思麟むだ春しあい発見記』
田中肇/文   正者章子/絵
講談社
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私

の

胚

け

け

め

ハれ′グυ⑬ヽ

八
月
二
十
七
日

、
第
人
回
新
潮
ド
キ

ュ
メ

ン
ト
賞
受
賞

の
喜
び
を
語
る
蓮
池
薫
氏

の
高
揚
が

道
さ
れ
た

。
二
十
四
年
前

の
拉
致

の
夜

、
次
第

に
遠
ざ

か
る
故
郷

の
灯
を

、
万
感

の
想

い
を
瞼
に

留
め
た
と

。
平
壌

は
そ

の
暗
さ

に
象
徴
さ
れ
る
日

々
が
待

つ
て

い
た

。

未
だ
打
開
策
が
問
わ
れ
る
中

、

一
言
が
緊
張

の
火
種
と
も
な
る

。
本
著

は
帰
国
後
始
め

て
の
海

外

・
韓
国
取
材

の
手
記

で
あ

る

。
翻
訳
家

へ
の
選
択
は

、
か

つ
て
の
時
間
を
取
り
戻
す
手
ご
た
え

と
な

る

。
降
り
立

っ
た

ソ
ウ

ル

、
多
く
が
北
を
連
想
さ

せ
る

。
言
語

苺
伝
統

・
歴
史
を
共
有

し
て

き
た
た
め
だ

。
尚
奥
地
に
足
を
踏

み
入
れ
る

。
南
北
分
断

の
象
徴

、
臨
津
江

（
イ
ム
ジ

ン
河

）

「
・
・
・
鳥

に
な

っ
て
自
由
に
南

に
飛
ん
で
い
き
た

い

」
蓮
池
氏
訳

の
詩

は
結
ぶ

。

高
齢
化
す

る
被
害
者

の
救
済
を
祈
念

し

、
文
筆
活
動
を
通
し
て
の
解
決
が
今
出
来
る
事
と

、
そ

の
使
命
を
以

つ
て
訴
え
る

。
何
人

の
自
由
も
奪

っ
て
は
な
ら
な

い
。
そ

の
大
切
さ

，
喜
び
を

、
手

中

に
し
た
人
が
語
る

。
計
り
知
れ
な

い
道

の
り
を
思
う

。

ミ

ス
宇
宙

人

の
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ぼくのおすすめの本は、マジックツリーハウスシリーズ26巻 目の『南極のペンギン王国』です。

なぜこの本をえらんだかというと、アニーとジャックという兄弟が毎日いろんな国に行っているからです。

今回二人が行った場所は南きょくです。南きょくは、とてもさむくて、ペンギンがいるところです。

二人はそこにしあわせのひけつをさがしにいきます。つづきは本を買ってしらべてください。

本は、はん南しりつとしょかんでもかりられます。ぜひみなさんも読んでください。
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小学校3年 赤井しゅうじ


